
(別紙様式)                                                                                                                                                 （Ａ３判横） 

令和６年度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼玉県立誠和福祉高等学校 ） 

 

目指す学校像 

 

福祉やボランティア等の人との関わりを大切にする教育活動を通して、人間性を磨き、地域や社会

を支える力と心をもった生徒を育成する。 

 
 

達 

 

成 

 

度 

Ａ ほぼ達成  （８割以上） 
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評

価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて

評価を受けた日とする。   
Ｂ 概ね達成  （６割以上） 

重 点 目 標 

１ 生徒の「考える力」を育て、確かな学力を身につけさせる。 

２ 思いやりの心と、自主・自律の態度を養う。 

３ 高い志を持ち、社会に貢献できる人財を育成する。 

４ 広報活動を充実させ、地域社会において福祉教育への理解を広める。 

 

 出席者  学校関係者     ７名 

      生徒        ４名 

      事務局（教職員） １０名 

Ｃ 変化の兆し （４割以上） 

Ｄ 不 十 分  （４割未満） 

    ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
    ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

学    校    自    己    評    価  学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （１月３１日 現在） 実施日 令和７年２月５日 
番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

〇生徒の主体的な学び促

進に向け、全年次実施と

なる観点別評価のノウハ

ウ確立および 1人 1台端

末利用年次の増加により

ICT 活用授業実施に関す

るノウハウの共有が必要

である。 

○生徒の学習

意欲の向上及

び基礎学力の

定着 

①研修会、授業見学、

授業改善に向けたア

ンケートの実施 

 

②各系列とコースに

おける資格取得・検定

・実習・成果発表等の

充実 

①アンケートで「主体的に学習に取り組むこと

ができた」と回答する生徒の割合が 80％を超え

たか、「授業が理解できる」と回答する生徒の割

合が 80％を超えたか、「ICT 機器の活用により

学習の理解の助けとなった」と回答する生徒の

割合が70%を超えたか。 

②各系列とコースにおいて、資格取得および検

定合格を含めた進路指導計画が実施できたか。 

①観点別学習評価に基づく評価・評定の基準について教
務を中心に協議し改善を図った。 

②資格取得や検定受検に主体的に取り組んだ生徒は
82.6%、課題やレポートは提出期限を守り、取り組んで
いると回答した生徒は95.5%であり、主体的に学習に取
り組む生徒の割合は80％を超えた。 

③授業を理解できると回答した生徒は90.7％、学力向上
を自分で実感できたと回答した生徒は81.3％であり、、
「授業が理解できる」と回答する生徒の割合は80％を超
えた。 

④「ICT機器の活用により学習の理解の助けとなった」
と回答する生徒の割合生徒は79.7%であり、目標の70％
を大きく超えた。 

Ａ 

 生徒の主体的な学び促進を継続し、学力向上の
ため授業改善の取組により一層取り組みたい。 

・資格取得や検定受検に主体的に取り組んだ生徒
は前年度比3.0％増 

・課題やレポートは提出期限を守り、取り組んで
いると回答した生徒は前年度比1.3％増 

・授業を理解できると回答した生徒は前年度比
3.6％減 

・学力向上を自分で実感できたと回答した生徒は
前年度比2.1％減 

 生徒は ICT を活用した授業実施を期待してお
り、授業実施に向け、ICT を積極的に活用する教
員の授業ノウハウを教科の枠を超えて共有する必
要がある。 

・学力向上のためさまざまな取り組みをさ

れていることがわかった。 

 

・ICTを活用した授業によって生徒の学力向

上に効果があったことを評価したい。 

 

・総合学科ではあまり家庭学習課題が出さ

れない。学ぶ意欲を向上させるために課題が

あってもよいと思う。一般常識を身に付ける

ためにも SPI など基礎学力向上に関する課

題については、時間をかけて取り組みたい。 

 

２ 

〇福祉専門高校における

心の教育を一層定着させ

るために、身だしなみや

マナー等の指導の進め方

について工夫するととも

に、多様な背景を持つ生

徒を支援するために校内

の教育相談体制を充実さ

せる必要がある。 

○福祉専門高

校の特徴を生

かした、心の

教育および自

主・自律を促

す指導の充実 

①人との関わりを大

切にし、思いやりの心

を育てる人権教育、特

別活動の充実 

②基本的生活習慣の

確立に向けた生徒指

導の実施 

③特別支援教育や教

育相談の充実 

①人権意識を高め、思いやりの心を育てる指導

を日常的に行ったか。 

②アンケートで「身だしなみ・登校マナー等のル

ールが守れた」と回答する生徒の割合が 90％を

超えたか。 

③特別支援教育推進委員会や教育相談員会を定

期的に開催し、課題を抱えた生徒の情報を教職

員で共有し、ＳＣやＳＳＷおよび関係機関と連

携して効果的に活用できたか。 

生徒指導、教育相談、特別支援教育の充実を図った。 

①授業や学校行事、特別活動等を通して人権意識を高
める指導を行った。ボランティア活動を推奨した。 

②登校指導や授業中の巡回指導等により、授業規律を
徹底した。生活調査では 96.0％が身だしなみのルール
を、99.2％が交通ルールを「守れた」「まあまあ守れた」
と回答した。 

③課題を抱える生徒の支援のためＳＣやＳＳＷを効果
的に活用し、関係機関と連携して支援できた。 

Ａ 

次年度も福祉専門高校の特徴を生かした授業や
現場実習を積極的に進め、思いやりと福祉の心を
持つ生徒を育てる教育を推進する。 

 身だしなみ指導やマナー指導、定期的な登下校
指導を継続し、礼儀正しく自律心を持った教養あ
る生徒を育てていく。 

 校内教育相談体制の更なる充実のためＳＣやＳ
ＳＷによる支援を効果的に活用して、次年度も多
様な背景を持つ生徒を支援したい。 

・思いやりの心を育てる指導により 90%

以上の生徒が「ルールを守れた」という
自己評価ができることはすごいことだ。
教師との信頼関係があるからだと思う。 
 

・身だしなみ指導の基準を教員間で統
一してほしい。施設により異なると思う
が、実習や就職先となる福祉施設ではど
のような身だしなみ（髪形等）が受け入
れられるか知りたい。 

３ 

○キャリア教育に向けた
進路指導や支援方法の改
善を継続している。生徒
の進路希望実現を目指し
て両学科における進路指
導を体系化し、資格取得
や検定合格実績を充実さ
せることが課題である。 

○生徒の意識
向上、資格取
得・検定等の
受験促進をさ
せる進路指導
の充実 

①各系列とコースに
おける系統的な進路
指導の充実 

②資格取得、各種検定
試験の受験等を通し
た進路意識向上 

③進路指導部・学年・
教科・学科が連携した
進路指導の実施 

①アンケートで「進路意識が高まった」と回答し

た１年生の割合が、90％を超えたか。 

②アンケートで資格取得や検定受検に「取り組

んだ」「まあまあ取り組んだ」と回答する生徒の

割合が80％を超えたか。 

③就職内定率と進学合格率が共に前年度を維持

できたか。 

生徒の進路意識を高める取組を進めた。 

①92.7%の生徒が進路意識を高めることが「できた」「ま
あまあできた」と回答し、目標の90%を超えた。 

②82.6%の生徒が資格取得や検定受検に「取り組んだ」「ま
あまあ取り組んだ」と回答し、目標の80%を超えた。 

③就職内定率90.0％（前年度97.6％）、進学決定率100％
（前年度95.2％）であり、前年度並みの進路実績を維持し
た。（1 月30日現在） 

④就職支援アドバイザーを効果的に活用し、生徒の進路
相談対応の充実を図った。 

A 

 進路指導部を中心として年次・教科と連携し、
両学科の生徒に対する系統的な進路指導システム
の構築に取り組むとともに丁寧な指導を次年度も
継続する。進路ガイダンス等の実施によりキャリ
ア教育を充実させるとともにハンディ進路室の活
用により進路指導や支援方法を改善したい。 

 介護福祉士コースにおける国家試験全員合格は
もちろん、資格取得、検定合格に対する生徒の意
識を向上させられるよう進路指導に取り込みた
い。 

・保育、看護、福祉など進みたい分野に関す

る情報は充実していると思う。ただし、中学

生が高校入学前に将来の進路を決めるのは

難しいと思う。 

 

・進路ガイダンスで美容や芸能等多く

の分野を知ることができた。生徒として

そのような道に進む進路決定の参考と

なった。 

４ 

○本校の教育活動を広く
県民に紹介できるよう組
織的に広報活動を行って
いる。 

 志願者確保につながる
よう中学生や保護者およ
び中学校教員へ向けて本
校の特色、魅力発信の在
り方を改善する必要があ
る。 

○本校の特色

・魅力を発信

する体制の構

築 

①ボランティア活動
等地域との連携を通
した本校の取組発信 

②学校説明会や受験
フェア参加等の生徒
募集活動の充実 

③進路指導・キャリア
教育研究協議会を活
用した、中学校への本
校魅力の発信 

①広報活動を充実させ、本校の取組をより多く

発信できたか。 

 

②組織的に生徒募集活動を行い、中学生やその

保護者の本校理解が進んだか。 

 

③中学校に対して、本校の魅力をPRできたか。 

本校の特色を広く情報発信する工夫を行った。 

①彩の国教育週間における学校公開のほかＨＰの頻回更
新、学校 Instagram を開設など魅力発信に取り組んだ。 

②学校説明会や体験授業の計３回実施した。行田・羽生の
小中学校で上級学校説明会や出前授業等を行い、本校の
教育活動を紹介した。 

③生徒募集委員会を中核として全教職員の協働による組
織的な生徒募集を推進し、中学生や保護者等に各学科の
魅力を分かりやすく効果的に情報提供した。 

Ｂ 

 本校の教育活動や魅力を県民に発信できるよう
に中学校訪問、各種イベント、上級学校説明会、
出前授業等の回数を確保し、組織的に生徒募集活
動を行っている。少子化の影響などにより志願者
確保は厳しい状況であるが、中学生や保護者、地
域住民に対して本校の特色、魅力発信の在り方を
改善して継続する。 

・インスタグラムの写真や更新頻度等、改善

点が多い。もう少し工夫が必要だと思う。 

 

・中学生に情報が流れるように広報ツール

として SNS の活用には更なる工夫が必要で

あると思う。 

 


